
高年齢労働者就労支援モデル事業
事業計画

一般社団法人

福島県理学療法士会

高年齢労働者就労支援モデル事業
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1.事業概要：事業背景(生産年齢人口の減少)

福島県人口ビジョン 平成27年11月 福島県
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1.事業概要：事業背景(介護従事者の需給推計)

2025年需要見込み38,306名
2025年供給見込み32,149名

需給ギャップ6,157名
2025年充足率83.9％
(全国平均85.1％)

厚生労働省 2025年に向けた介護人材にかかる需給推計(確定値)について

福島県における2025年に向けた介護人材にかかる需給推計
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1.事業概要：事業背景(介護離職の要因)
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1.事業概要：事業名「ふくしま介護腰痛ゼロ事業」

提案者 一般社団法人 福島県理学療法士会

事業費 1,500千円 腰痛症 福島県

事業概要 中高年齢介護労働者の腰痛リスクを低減させるため「運動療法」「介助技術」「福祉機器・ロボット」の三つの分野において包
括的に支援を行い、労働寿命の延伸につなげる

～介護従事者の腰痛による“離職ゼロ“を目指して～

理学療法士による包括的な予防支援体制の提供 高年齢労働者就労支援モデル事業

・介護従事者に対する包括的腰痛予防研修会の開催
平成27年～令和2年までに延べ791人に実施 講師・アシスタント含めた理学療法士延べ約120名
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２.事業内容

対象事業所：福島県内の介護事業所

対象者：原則40歳以上の介護従事者

高年齢労働者就労支援モデル事業

□ベース事業
①腰痛予防講演会事業(協会けんぽ)
②腰痛予防コンサルティング事業(福祉用具)

□発展事業
③腰痛運動支援整備事業
④健診データ分析事業
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２.事業内容(実施内容)

協会けんぽルート 福祉用具ルート

健康事業所宣言の事業所での活動

◆費用弁償
協会けんぽからの講師謝礼または委託費

◆事業募集
協会けんぽからの周知活動(チラシの同封)

◆事業内容 【健診・講演活動】
①健診・データ分析活動(R5年度)
・日本理学療法士協会アセスメントシート
・職業性腰痛に対する実態調査
・腰痛に伴う労働生産性損失の試算

②講演活動(R４年度)
・運動療法・介助技術・福祉用具の3部

健康経営活動の活性化・保険者機能の強化

福祉用具販売における営業活動

◆費用弁償
参加事業所からの参加費用(最終段階として)

◆事業募集
営業活動(チラシの配布)

◆事業内容 【コンサルテーション活動】
① 健診・データ分析活動(R5年度)
・日本理学療法士協会アセスメントシート
・職業性腰痛に対する実態調査
・腰痛に伴う労働生産性損失の試算

② 講演・実演活動(R４年度より一部開始)
・福祉用具の導入支援セミナー

福祉用具の販路拡大
高年齢労働者就労支援モデル事業
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２.事業内容(実施内容)

健診・データ分析
事業

コンサルティング
事業

講演会事業

「ふくしま介護腰痛ゼロ事業」

高年齢労働者の
職業性腰痛

腰痛に伴う労働生産性への影響を可視化

労働者に対する動機付けの機会 腰痛予防に向けた実践的活動

経営者

労働者

協会けんぽルート 福祉用具ルート

経営者 労働者

腰痛運動支援

整備事業

運動支援の充実
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２.事業内容(実施内容)

事業①講演会事業

高年齢労働者就労支援モデル事業

【腰痛予防のための運動指導】 【腰痛予防のための介助技術】 【福祉機器・ロボット活用】

30分【ミニ講演会】 60分【実演付き講演会】
いずれもオンライン対応
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３.事業内容(実施内容)

施設でのニーズ調査(オンライン)

◆介護従事者の労働状況の評価

◆福祉用具の整備実態調査

◆高年齢労働者に対するアセス
メント

◆今後のスケジューリング

福祉用具活用実践講習

◆福祉用具にかかる講義

(15分)

◆福祉用具の実践（実技）45分

◆福祉用具の貸し出し

最終訪問・フィードバック

◆振り返り・フィードバック

◆アンケート調査

◆福祉用具導入のチェック

事業②コンサルティング事業

PHASE１(2週間)
「施設ニーズ調査期」

PHASE2(1か月)
「福祉用具導入・実践期」

PHASE3(1か月)
「フィードバック期間」

高年齢労働者就労支援モデル事業
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２.事業内容(実施内容)

事業③腰痛運動支援整備事業
個人単位・施設単位で実施可能な運動療法支援ツールの開発を目指す

腰痛運動療法動画コンテンツの制作

腰痛運動支援ツールの制作

腰痛運動アプリの制作
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２.事業内容(実施内容)

事業④健診・データ分析事業
健康状態の見える化・労働生産性の見える化を図る

①日本理学療法士協会「アセスメントシート」の活用

②腰痛症に関連する事業所別実態調査の実施
(腰痛割合・労働生産性低下に関する調査等)

③腰痛に対するリスクアセスメントの実施(個人単位)
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３.事業スケジュール(令和4年度)

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

ベ
ー
ス
事
業

協会けんぽ
ルート事業

NJI
ルート事業

事業内容の協議 事業の募集 講演活動のみ

事業の実施【目標実施件数2件】広報体制整備

事業内容の協議 営業活動

事業の実施【目標実施件数１件】広報体制整備

発
展
事
業

腰痛運動支援
整備事業

ツール設計・協議 ツールの開発 実証

健診・データ
分析事業

評価体制の協議 評価体制の開発 実証

※状況に応じて連動・協働での活動も検討する

福島県立医科大学

株式会社NJI

協会けんぽ福島支部

高年齢労働者就労支援モデル事業
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３.事業スケジュール(令和5年度)

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

ベ
ー
ス
事
業

協会けんぽ
ルート事業

NJI
ルート事業

講演活動の実施【目標実施件数4件】

健診データ分析・事業の試験的実装

事業の実施【目標件数2件】

運動支援ツールの試験的実装

発
展
事
業

腰痛運動支援
整備事業

試験的実装の検証

健診・データ
分析事業

※状況に応じて連動・協働での活動も検討する

福島県立医科大学

株式会社NJI

協会けんぽ福島支部

高年齢労働者就労支援モデル事業

運動支援ツールの本実装

本実装の検証

健診データ分析・事業の本実装

試験的実装の検証 本実装の検証
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